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2023年度歴史地震研究会 第 4回幹事会議事録 

 

場所:オンライン会議 

日時:2024年 6月 14日(金) 17:00～19:20 

出席者:佐竹(会長)，蝦名(副会長)，松浦(行事)，石辺(財政)，加納(編集出版)，室谷(広報)，諸井(監査)，

植竹(監査)，大邑(総務) 

 

1. 入退会者の承認及び 2023年度会費受取状況（2024年 5月 9日～2024年 6月 14日）（財政） 

 新規入会者 4名，2023年度末退会者 1名(2023年度会費未納のため要連絡)，2022年度休会者 0名，

休会・除名からの復活 0名，2023年度会員特典停止からの復活 0名 

→承認（現会員総数 259名） 

 登録内容変更 3名 

 2022年度会費受取状況 251名 

 2023年度会費 226名(未納 34名)，2024年度会費 2名 納入済 

 督促状の文面等確認と未納者への送付について 

 会費振込票の作成について確認 

 除名された会員が復会する際に未納年会費を払った場合の会誌の扱いについて →支払った年の

会誌については無料で渡すことを確認 

 

2. 「歴史地震」39号の編集について（編集出版） 

 受理できず次号送りになったものが 3件 

 総ページ数 262ページ 

 今後のスケジュールについて再度確認(会員リスト，図書館リスト，発行部数，同封する添状の内

容，払込票，著者の追加購入など) 

 39号の見積額が前号より数万円程度高くなることについて報告 

 編集規定第 3条「また，会員以外からの投稿も適宜受け付ける．」の削除について →承認 

 標準形式の見直しについて（編集委員会内で検討の予定） 

 原稿種別の追加(総合報告)について（編集委員会内で検討の予定） 

 原稿の縦書き形式，付録などについて相談 →継続して検討 

 

3. 2024年木曽御嶽大会について（行事） 

 参加申込 73人，講演申し込み 36件，懇親会 48人，巡検 40人 →懇親会・巡検は締め切る予定 

 プログラム編成はほぼ完成しているが調整中(ポスター10件) 

 総会，ポスターの時間，要旨集(PDFのみ)について相談 

 後援申請については別途確認することとする 

 その他，巡検，宿泊の手配状況，会場費などについて報告 

 

4. 広報活動について（広報） 

 mem_hes メーリングリストの不達会員の整理について報告 →新しいメールアドレスの登録がで

きた会員 5名，名簿記載アドレスで連絡ができない会員 5名，会費納入済でアドレスが分からない

会員 8名，会費未納特典停止中でアドレスが不明の会員 4名 

 ホームページの更新(大会情報)，webmaster 宛メール(1件)への対応について報告 

 大会広報（関連学会への周知依頼）について報告 →依頼する学会について確認 

 今後，引き続きメーリングリスト，ホームページ更新，『歴史地震』総目次の更新，著作物使用許

諾申請書の掲載，などをおこなう →38号 Web掲載について確認 
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5. 功績賞について 

 功績賞の賞状の文面について検討 

 受賞者の交通費(招待)については後から受賞者に渡すこと，参加費・宿泊費・懇親会費は研究会か

ら支払うことを確認 →副会長から連絡 

 会計処理は功績賞関連費でまとめるため来年度会計とすることを確認（8月中旬頃に納品支払） 

 

6. その他 

 次年度の会長・幹事について 

 2025年大会は兵庫県豊岡市で開催することを決定 

 行事委員長の交代，引き継ぎ方法について検討(次年度の行事委員長は早めに行事委員となる) →

継続審議 

 2026年大会(昭和南海地震 80周年)の開催地候補について 

 

○次回幹事会は 8月 13日(火)の予定 (オンライン開催) 

以上 


